
Numata City Public Relations

2020年の東京オリンピック・パラ
リンピック競技大会をきっかけに、
日本文化の魅力発信などを見据えて
設けられた「beyond2020プログラム」
に、沼田まつりが認証されました。
認証を通じて、障がいのある人に

とってのバリアや日本を訪れる外国
人にとっての言葉の壁を取り除きな
がら、全ての人が参画できる社会を
目指します。

日本文化の魅力を発信
８月５日(土) 天狗みこし出発式(市役所広場)

■蘇るアーティスト事業、ミズノ(株)と包括連携協定を締結■２－３

■入園児募集、公立幼稚園預かり保育■４－５
■国保と後期高齢者医療、老齢年金の受給資格期間変更■６－７

今月の主な内容

ホームページ　http ://www.city.numata.gunma.jp/
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広報ぬまた 平成29年９月１日

市役所 123－2111524－5179 白沢支所 153－2111553－2188 利根支所 156－2111556－36743

真田氏時代の沼田蔵内城図 沼田市教育委員会所蔵
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きりえ沼田かるた絵札原画・著作権の寄付
問い合わせ　社会教育課社会教育係1内線３３３３

沼田かるた大会で市民に親しま

れている｢きりえ沼田かるた｣の絵

札原画43枚と切り絵の著作権が、

８月23日(水)、加藤雪子さん(作者

である加藤達男さんのご遺族代表)

から、市に寄付されました。

雪子さんは、寄付の理由を｢沼田市の教育の振興と文化

財の普及啓発に役立てるとともに、きりえ沼田かるたを世

間に広めてほしい｣と語り、横山市長は｢沼田かるたは、子

どもたちが沼田の歴史を覚えるきっかけになっています。

原画は貴重なもので大変ありがたいです｣と語りました。

きりえ沼田かるたは、昭和62年３月に文化財の普及啓

発を目的に沼田かるた製作委員会が製作し、教育委員会に

より販売や管理などを行ってきましたが、今回の寄付によ

り、ご遺族の意思に沿った活用や更なる利活用に取り組む

ことで、本市の発展に寄与することが期待されます。

中央公民館の教養教室～沼田の歴史講座～
問い合わせ　中央公民館1○23０４１３

講師 金井竹徳さん(沼田市文化財調査委員)   

対象 市内在住、在勤の人

定員 25人(先着順)

費用 無料

申し込み 土・日曜日、祝日を除く、９月12日(火)から９

月20日(水)までの午前８時30分から午後５時15分までに

電話、または直接中央公民館窓口へ

とき ところ 内容
10月10日(火)
午後２時～４時

中央公民館
第３講義室

｢ふるさとの神と仏｣先人の信仰した、野に
在る神仏を知る

｢郷土の宝、文化財｣を見直す(建造物･史
跡･天然記念物など)

見学会｢利南地区西部｣、八幡宮(戸鹿野
町)、千日堂(新町)、砥石神社・沼須人形
(沼須町)、神明宮(上沼須町)、十二山神社
(栄町)指定文化財などを中心に見学

中央公民館
第３講義室

現地見学会

10月24日(火)
午後２時～４時

11月14日(火)
午後１時～４時30分

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

11月21日(火)
午後２時～４時
12月５日(火)
午後２時～４時

中央公民館
第３講義室
中央公民館
第３講義室

｢沼田の歴史を彩る女性達｣白菊御前・円
珠姫・小松姫・中澤琴ほか

｢沼田聞書帖｣をひもとく(町名･なりわい･
祭り･遊び･禁忌)

参加者
募 集

沼田ノルディック・ウオーク教室(秋)
問い合わせ 高齢福祉課介護予防係(東原庁舎内)1内線７７２７２

春に引き続き、秋のノルディック・ウオーク教室を開催します。２本のポールを使うため、ウオーキングと比べて全

身の筋肉をたくさん刺激し、血液循環を活発にします。また、安定して転びにくく、姿勢を良くして歩幅を広げるなど、

｢歩きの質｣を高めるウオーキング運動です。スポーツの秋におすすめの教室です。

申し込み ９月４日(月)から、電話、または直接高齢福祉課介護予防係へ

ニュース
news

ミズノ株式会社と包括連携協定を締結
問い合わせ テラス沼田整備課1内線３２５６

８月１日(火)、ミズノ株式会社と本市は、お互いに連携して、市民

がスポーツを通じて、健康でより豊かな生活を送ることができるまち

づくりの推進を図ることを目的として、包括連携に関する協定を締結

しました。

市では、この協定の締結を契機として、夢や希望にあふれる活力あ

るまちづくりを、一層推進していきます。

とき
10月18日(水)、25日(水)
午前９時30分～11時30分
受付時間(午前９時15分～)

沼田公園
雨天時(旧利南中学校
屋内運動場へ集合)

永瀬 正明(全日本ノルディッ
ク・ウオーク連盟ウオーキ
ングライフマイスター)

飲み物、汗ふきタオル、帽
子など
※ポールは貸し出します

60歳
以上

15人(先着順)
新規申し込み優先

無料

ところ 講師 対象 定員 費用 持ち物

参加者
募 集

ウオーキング講習会
問い合わせ 健康課保健係(保健福祉センター内)1内線７６２０４

保健推進員会では、健康運動指導士を迎えてウオーキング講習会を開催します。体力に合

わせた班に分かれ、池田地区のサクランボ街道やアップルロードを歩きます。紅葉の中、ウ

オーキングの基礎を学びながら、楽しく体を動かして、心と体をリフレッシュしませんか。

申し込み ９月７日(木)から29日(金)までに各地区保健推進員、または健康課保健係へ

とき
10月20日(金)
午前10時～正午

受付時間(午前９時30分～)

サラダパークぬまた
雨天時(バスタオル、上靴を
持参し市民体育館へ集合)

健康運動
指導士

飲み物、汗ふきタオル、
帽子など

市民 150人(先着順) 無料

ところ 講師 対象 定員 費用 持ち物

参加者
募 集

第29回沼田市民バドミントン大会

とき 10月22日(日)午前９時開会

ところ 市民体育館

参加資格 市内在住、在勤、在学(高校生以上)の人、協会登録者(市内在住、在勤、在

学者とペアを組むこと)

種目 ダブルス

種別 一般男子(混合を含む)、一般女子、初心者男子(混合を含む)、初心者女子

※予選リーグ、順位別トーナメント方式

申し込み 10月12日(木)までに所定の用紙で市民体育館へ(白沢・利根公民館経由可)

高崎市蓮花院所蔵写真
北村明道

めい どう

問い合わせ ＮＰＯ法人沼田市体育協会(市民体育館内)1○24９４４４

ミズノ(株)藤原関越支社長(左)と横山市長(右)

り
ょ
う
し
ゅ
う

ら
く
す
い

だ
い
ど
う



来
年
４
月
か
ら
市
内
の
幼
稚
園
・

保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
・
事
業
所

内
保
育
施
設
の
入
園
児
を
募
集
し
ま

す
。
利
用
に
当
た
っ
て
は
、
教
育
・

保
育
の
必
要
性
に
応
じ
た
支
給
認
定

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
入
園

申
し
込
み
の
際
に
支
給
認
定
の
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。
支
給
認
定
の
区

分
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

入
園
資
格

市
内
在
住
の
幼
児

○
３
歳
児

平
成
26
年
４
月
２
日
〜

平
成
27
年
４
月
１
日
生
ま
れ

○
４
歳
児

平
成
25
年
４
月
２
日
〜

平
成
26
年
４
月
１
日
生
ま
れ

○
５
歳
児

平
成
24
年
４
月
２
日
〜

平
成
25
年
４
月
１
日
生
ま
れ

入
園
願
書

各
市
立
幼
稚
園
で
配
布

申
し
込
み

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
、
10
月
２
日(
月)

か
ら
20
日

(

金)

ま
で
に
各
幼
稚
園
へ

※
郵
送
の
場
合
は
20
日(
金)
の
消
印

ま
で
有
効

入
園
許
可

書
類
審
査
と
身
体
検
査

を
行
い
入
園
を
決
定
し
、
各
幼
稚

園
よ
り
連
絡
し
ま
す

保
育
料

保
護
者
の
市
町
村
民
税
額

を
基
に
算
定

問
い
合
わ
せ

各
市
立
幼
稚
園
へ

申
し
込
み

申
し
込
み
の
期
日
や
方

法
な
ど
は
、
各
園
に
直
接
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

保
育
料

保
護
者
の
市
町
村
民
税
額

を
基
に
算
定

※
各
園
の
連
絡
先
は
左
表
の
と
お
り

入
園
資
格

市
内
在
住
、
ま
た
は
来

年
４
月
ま
で
に
転
入
な
ど
で
本
市

に
在
住
予
定
の
乳
幼
児
の
う
ち
、

保
育
を
必
要
と
し
、
保
護
者
が
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

○
就
労
し
て
い
る(

パ
ー
ト
タ
イ
ム

や
夜
間
就
労
も
含
む)

○
妊
娠
中
、
ま
た
は
産
後
間
も
な
い

○
疾
病
や
負
傷
、
ま
た
は
心
身
に
障

が
い
が
あ
る

○
同
居
、
ま
た
は
長
期
入
院
中
の
親

族
の
看
護
や
介
護
を
し
て
い
る

○
火
災
、
ま
た
は
そ
の
他
の
災
害
復

旧
に
当
た
っ
て
い
る

○
求
職
活
動
を
継
続
的
に
行
っ
て
い

る(

起
業
準
備
含
む)

○
学
校
な
ど
に
就
学
し
て
い
る(

職

業
訓
練
校
含
む)

○
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の
恐
れ
が
あ
る

※
来
年
度
中
に
産
後
休
暇
や
育
児
休

業
か
ら
復
職
予
定
の
人
も
申
し
込

み
で
き
ま
す

保
育
料

保
護
者
の
市
町
村
民
税
額

を
基
に
算
定

申
込
用
紙

９
月
１
日(

金)

か
ら
子

ど
も
課
保
育
係
の
窓
口
と
各
施
設

で
配
布

申
し
込
み

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
、
10
月
２
日(

月)

か
ら
17
日

(

火)

ま
で
の
間
に
、
希
望
す
る
施

設
の
指
定
日(

左
記
の
日
程
表
の

と
お
り)

に
子
ど
も
同
伴
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
指
定
日
に
申

し
込
め
な
い
場
合
は
、
他
園
で
も

申
し
込
み
が
で
き
ま
す

※
10
月
18
日(

水)

以
降
は
子
ど
も
課

保
育
係
の
窓
口
で
受
け
付
け
ま
す

が
、
期
間
中
の
申
し
込
み
を
優
先

し
ま
す

事
前
見
学

希
望
す
る
人
は
、
各
園

・
施
設
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

子
ど
も
課
保
育
係

(

東
原
庁
舎
内)

1
内
線
７
７
２
５

８
へ

4
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来
年
度
か
ら
の

入
園
児
を
募
集
し
ま
す

市
立
幼
稚
園

私
立
認
定
こ
ど
も
園(

教
育)

保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園(

保

育)

・
事
業
所
内
保
育
施
設

支給認定
区分

１号
認定

満３歳以上の就学前子ども
（２号認定を除く）

幼稚園
認定こども園

２号
認定

満３歳以上で保護者の就労
や疾病などにより、保育を
必要とする子ども

保育園
認定こども園

３号
認定

満３歳未満で保護者の就労
や疾病などにより、保育を
必要とする子ども

保育園
認定こども園
事業所内保育施設

対象となる子ども 利用できる
主な施設

市
立

榛名幼稚園
利南幼稚園
利南東幼稚園
池田幼稚園
薄根幼稚園

榛名町3271-3
栄町141
上久屋町2161-2
発知新田町488
善桂寺町78

○22４７４０
○23１０７１
○23２３７３
○23９３１０
○23０６５１

園名 所在地 電話番号

私
立

沼田幼稚園
恵泉幼稚園
ちぐさこども園
沼田めぐみこども園

坊新田町1105-3
西倉内町663-4
柳町394
清水町4330

○22２８５６
○23３５８４
○23３３２４
○24４１６３

園名 所在地 電話番号

幼稚園

認定こども園

指定日
10月２日(月)
10月３日(火)
10月４日(水)

10月５日(木)

10月６日(金)

10月10日(火)

10月11日(水)
10月12日(木)
10月13日(金)
10月16日(月)

10月17日(火)

横塚保育園
沼田幼稚園
ちぐさこども園
ぬまた東保育園
川田保育園
沼田めぐみこども園
利根保育園
多那保育園
熊の子保育園
桜ヶ丘保育園
ぬまた南保育園
白沢保育園

東原庁舎２階会議室

横塚町1223-1
坊新田町1105-3
柳町394
上原町1801-66
下川田町540
清水町4330
利根町大楊1078-2
利根町輪組867-1
戸鹿野町578-3
桜町4798
東原新町1411-5
白沢町高平20

東原新町1801-40

100人
90人(保育)
120人(保育)
65人
60人

140人(保育)
119人
30人
90人
100人
115人
120人

○23０００６
○22２８５６
○23３３２４
○23５５９２
○23１５９９
○24４１６３
○56２２６８
○53２９２０
○24１４４６
○24８５７７
○22５５１９
○53２０３９

午後１時～６時

午前８時30分～
午後７時

時間 受付場所 所在地 電話 定員

入園申込受付日程表

内線７７２５８

園名区分

認定こども園 恵泉幼稚園 西倉内町663-4 10人(保育、３歳児以上)

７人(地域枠、０～１歳児)

○23３５８４

○22４３２１沼須町910-1どんぐり保育園事業所内保育
施設

所在地 電話 定員

※ぬまた東保育園については、沼田市行政改革推進本部の方針に基づき、2023年度末で廃園となる予定です。
来年度入園申し込みから段階的に受け入れ年齢の引き上げを行い、園児数とクラス数を縮小していきます

以下の施設は、10月17日(火)に子ども課保育係の窓口で受け付けます

公立幼稚園における｢預かり保育｣について
来年度より、公立幼稚園において、保護者の子育てや社会参画を支援するために預かり

保育を実施します。

預かり保育の時間 授業日の午後２時から４時30分まで

実施幼稚園 榛名幼稚園、利南幼稚園、利南東幼稚園、池田幼稚園、薄根幼稚園

対象 在籍園児

問い合わせ 学校教育課学校教育係1内線３３２２へ

①真田の風教室
市民による市民のための運動教室。筋トレ(福老体操)を中心とした脳ト

レ、コミュニケーションゲームなどを組み合わせた楽しい１時間です。

とき 10月16日(月)・30日(月)の各日午後１時30分～２時30分

ところ 保健福祉センター４階ホール

講師 沼田市介護予防サポーター(市民ボランティア団体)

対象 市民

定員 30人(先着順)

申し込み ９月４日(月)から電話、または直接高齢福祉課介護予防係へ

③出張！タブレット脳若教室in中央公民館
タブレット型端末を取り入れた、脳若トレーニングによる認知症予防の教室です。少人

数制で、専門講師による教室なので、初めての人にもおすすめです。

とき 10月19日(木)・26日(木)の各日午前10時～11時30分(全２回)

ところ 中央公民館３階第１講義室

対象 60歳以上の市民

定員 20人(先着順)

申し込み ９月４日(月)から電話、または直接高齢福祉課介護予防係へ

上記①～③の問い合わせ先 高齢福祉課介護予防係(東原庁舎内)1内線７７２７２へ

介護予防や
ボランティアに
興味のある人を
募集します！

②介護予防サポーター養成研修(初級編)
市の事業などにボランティアとして活動する介護予防サポーターを養成す

るため、介護予防の知識や技術が習得できる講座を開催します。超高齢化社

会を迎え、自分の介護予防のために受講してみたい人、ボランティア活動に

関心がある人などにおすすめの講座です。なお、初級編修了者は、後日開催

される中級編も受講することができます。

とき　10月17日(火)午後１時～４時30分

ところ 利根沼田振興局１階会議室(薄根町)

内容 ①総論｢介護予防と地域づくり｣②運動｢転ばぬ先の杖～高齢者向けの運

動～｣③口腔｢歯なしにならない話～噛む・飲む・食べる、口元気！～｣④栄

養｢かしこく食べて、からだにえいよ～｣

定員 20人(先着順)

費用 無料

申し込み ９月４日(月)から電話、または直接高齢福祉課介護予防係へ

＜高齢福祉課からのお知らせ＞



「
国
民
皆
保
険
制
度
」。
ち
ょ
っ
と

聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
で
す
が
、
国
民

の
誰
も
が
何
ら
か
の
公
的
医
療
保
険

に
加
入
す
る
仕
組
み
の
こ
と
で
す
。

こ
の
制
度
に
よ
り
、
加
入
す
る
医

療
保
険
の
種
類
に
か
か
わ
ら
ず
、
全

国
ど
こ
の
医
療
機
関
で
も
窓
口
で
被

保
険
者
証(

保
険
証)

を
提
示
す
る
こ

と
で
、
同
一
の
一
部
負
担
金
で
等
し

く
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
法
で
は
、
国
民
健

康
保
険(

国
保)

は
、
市
町
村
ご
と
に

そ
の
区
域
内
の
住
民
全
て
を
加
入
の

対
象
と
し
て
運
営
す
る
こ
と
と
さ
れ
、

被
用
者
保
険
な
ど
他
の
医
療
保
険
に

加
入
し
て
い
る
人
は
対
象
か
ら
除
外

す
る
と
規
定
し
て
い
ま
す
。

被
用
者
保
険
と
は
、
会
社
員
な
ど

が
加
入
す
る
協
会
け
ん
ぽ
や
健
康
保

険
組
合
、
公
務
員
が
加
入
す
る
共
済

組
合
な
ど
で
、
加
入
者
の
家
族
は
被

扶
養
者
と
し
て
加
入
し
ま
す
。

高
齢
社
会
の
進
展
に
伴
う
医
療
費

の
増
加
を
受
け
、
平
成
20
年
に
医
療

制
度
が
見
直
さ
れ「
高
齢
者
の
医
療

の
確
保
に
関
す
る
法
律
」が
制
定
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
前
は
、
医
療
保

険
ご
と
に
医
療
費
支
出
が
大
き
い
高

齢
者
を
現
役
世
代
が
支
え
て
い
ま
し

た
が
、
新
し
い
制
度
で
は
65
歳
か
ら

74
歳
ま
で
の
人(

前
期
高
齢
者)

の
医

療
費
を
国
保
や
被
用
者
保
険
の
加
入

者
全
体
で
支
え
合
う
制
度
と
な
り
ま

し
た
。

ま
た
、
新
た
に
75
歳
以
上
の
人

(

後
期
高
齢
者)

を
対
象
と
す
る
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
制
度
が
創
設
さ

れ
、
都
道
府
県
を
単
位
と
す
る
広
域

連
合
が
運
営
主
体
と
な
り
、
社
会
全

体
で
後
期
高
齢
者
の
医
療
を
支
え
る

仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
市
の
年
齢
別
の
医
療
保
険
の
加

入
状
況
を
見
る
と
、
60
歳
未
満
の
人

で
は
約
23
％
が
国
保
に
、
残
り
の
約

77
％
が
被
用
者
保
険
に
加
入
し
て
い

ま
す(

図
１)

。

し
か
し
、
定
年
退
職
な
ど
で
被
用

者
保
険
を
離
脱
し
た
人
が
国
保
に
加

入
す
る
た
め
、
国
保
の
加
入
割
合
は

60
歳
前
後
か
ら
次
第
に
高
く
な
り
、

70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
で
は
80
％
を
超

え
る
人
が
国
保
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
75
歳
を
境
と
し
て
、
ほ
ぼ

全
て
の
人
が
後
期
高
齢
者
医
療
に
加

入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
民
皆
保
険
の
下
で
は
、
加
入
者

の
年
齢
や
就
労
状
況
に
応
じ
て
加
入

す
る
医
療
保
険
が
変
わ
り
ま
す
。
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本
市
で
も
、
就
職
や
退
職
に
よ
る

国
保
と
被
用
者
保
険
の
間
の
異
動
が

最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

年
齢
が
75
歳
に
到
達
し
て
国
保
か
ら

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
す
る

人
も
年
間
５
０
０
人
以
上
と
な
っ
て

い
ま
す(

表
１)

。

こ
の
よ
う
に
、
国
保
や
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
は
、
被
用
者
保
険
と
と

も
に
私
た
ち
の
生
涯
を
カ
バ
ー
す
る

医
療
保
険
で
あ
り
、
将
来
も
安
心
し

て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
制
度
を

維
持
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

医
療
機
関
を
受
診
し
た
と
き
は
、

か
か
っ
た
医
療
費
の
一
定
割
合
を
法

定
給
付
と
し
て
医
療
保
険
が
負
担
し
、

受
診
し
た
本
人
は
、
残
り
の
医
療
費

を
一
部
負
担
金
と
し
て
窓
口
で
支
払

い
ま
す
。
受
診
の
際
は
、
必
ず
加
入

し
て
い
る
医
療
保
険
の
保
険
証
を
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。

就
職
や
転
職
な
ど
の
際
は
医
療
保

険
も
切
り
替
え
手
続
き
が
必
要
で
す
。

手
続
き
を
せ
ず
に
以
前
の
保
険
証
を

使
用
し
て
医
療
機
関
を
受
診
し
た
場

合
は
、
各
医
療
保
険
が
負
担
し
た
医

療
費
を
返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
速
や
か
に
届
け
出

を
し
て
新
し
い
保
険
証
の
交
付
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ま
で
25
年
以
上
と
さ
れ
て
い

た
老
齢
年
金
を
受
給
す
る
た
め
の
資

格
期
間
が
10
年
以
上
に
変
更
さ
れ
ま

し
た
。
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
・
共

済
組
合
な
ど
全
て
の
加
入
期
間
を
合

計
し
た
保
険
料
納
付
済
期
間
と
国
民

年
金
の
保
険
料
免
除
期
間
な
ど
を
合

算
し
た
期
間
が
、
10
年
以
上
あ
れ
ば

老
齢
年
金
を
受
け
取
れ
ま
す
。

新
た
な
制
度
で
資
格
が
発
生
す
る

65
歳
以
上
の
人
に
は
、
日
本
年
金
機

構
か
ら「
短
縮
」と
赤
字
で
印
字
さ
れ

た
黄
色
の
封
筒
で「
年
金
請
求
書
」が

送
ら
れ
て
い
ま
す
。
お
手
元
に
届
い

て
い
る
場
合
は
、
早
目
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

８
月
２
日
以
降
に
65
歳
に
な
る
人

に
は
、
65
歳
に
達
す
る
日
の
３
カ
月

前
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
緑
色
の
封

筒
で「
年
金
請
求
書
」が
送
ら
れ
て
き

ま
す
。

ま
た
、
資
格
期
間
が
10
年
に
満
た

な
い
人
で
も
、
国
民
年
金
の
任
意
加

入
や
保
険
料
の
後
納
制
度
を
利
用
し

た
り
、
合
算
対
象
期
間(

カ
ラ
期
間)

の
記
録
整
理
な
ど
に
よ
っ
て
、
年
金

の
受
給
資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

60
歳
か
ら
65
歳
に
達
す
る
ま
で
の

間
は
、
申
し
出
に
よ
り
国
民
年
金
に

加
入
し
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
65
歳
ま
で
納
め
て

も
資
格
期
間
が
10
年
に
満
た
な
い
場

合
は
、
70
歳
に
達
す
る
日
ま
で
加
入

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

後
　
納
　
制
　
度

過
去
５
年
以
内
に
国
民
年
金
保
険

料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
人
は
、
申
し

込
み
に
よ
り
さ
か
の
ぼ
っ
て
国
民
年

金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す(

来
年
９
月
ま
で
に
限
り
ま
す)

。

合
算
対
象
期
間(

カ
ラ
期
間)

年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
が
、

次
の
よ
う
な
期
間
は
、
受
給
資
格
期

間
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
昭
和
61
年
３
月
以
前
に
、
厚
生
年

金
保
険
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て

い
る
人
の
配
偶
者
だ
っ
た
期
間

②
平
成
３
年
３
月
以
前
に
、
学
生
だ

っ
た
期
間

③
海
外
に
住
ん
で
い
た
期
間

④
脱
退
手
当
金
の
支
給
対
象
と
な
っ

た
期
間
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国
民
皆
保
険
と
は

保
険
証
を
忘
れ
ず
に

高
齢
者
の
医
療
保
険

医
療
保
険
の
加
入
状
況

医
療
保
険
間
の
異
動

安
心
の
医
療
を
支
え
る
国
民
皆
保
険
制
度

シ
リ
ー
ズ
国
保
②

国
保
と
後
期
高
齢
者
医
療

医
療
保
険
の
中
心
を
担
う

問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
国
保
年
金
係
1
内
線
３
１
３
３

誰
も
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
国
民
皆
保

険
は
、
日
本
の
医
療
を
支
え
る
基
礎
的
な
枠
組
み
と
な
る
制
度

で
す
。
そ
の
中
で
国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
は
、

被
用
者
保
険
と
と
も
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

現在使用中の保険証は、９月30日(土)まで有効です。

新しい保険証は、９月下旬までに世帯主へ郵送します。

郵送を希望しない場合は、市役所窓口で交付しますので、

９月８日(金)までにご連絡ください。

国保税を納めていない人には、納税相談を行った上で保

険証をお渡しする場合があります。

特別な事情もなく長期にわたり国保税を滞納している場

合は、短期被保険者証、または資格証明書を交付します。

短期被保険者証は、一般の保険証と同じ効力ですが、通

常１年間の有効期間が６カ月間になります。

資格証明書は、国民健康保険の被保険者であることの証

明書ですが、医療機関を受診した際は窓口で医療費を一旦

10割支払う必要があります。

臓器提供意思表示と保護シール
保険証の裏面は臓器提供についての意思を記載できるよ

うになっています。希望する人には、記入した情報を保護

するシールを国保年金係窓口で配布しています。

10
年
以
上
加
入
で
老
齢
年
金
の
受
給
が
可
能
に

８
月
１
日
か
ら

問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
国
保
年
金
係
1
内
線
３
１
３
７

法定給付と窓口一部負担金

※１ 現役並所得とは、課税所得が145万円(被用者保険では報酬月額が28万円)以
上で、かつ収入が複数世帯で520万円以上、単身世帯で383万円以上の場合です
※２ 誕生日が昭和19年４月１日以前の人は９割給付で１割の負担

区分

義務教育就学前
就学後～70歳未満

８割
７割
７割
８割
７割
９割

２割
３割
３割
２割
３割
１割

現役並所得者※１
上記以外※２
現役並所得者※１
上記以外

70歳以上
75歳未満

75歳以上
後期高齢

法定給付 一部負担金加　入

転入

354 1,462 41 87 1,944

社保離脱 出生 その他 計

離　脱

転出

329 1,738 86 568 122 2,843

社保加入 死亡 後期加入 その他 計

10月１日から新しい保険証に
問い合わせ　市民課国保年金係1内線３１３４

図1 沼田市の医療保険加入状況(平成28年度末)

市民課からのお知らせ

表1  平成28年度国保加入者の異動状況 (単位:人)



8市役所 123－2111524－5179 白沢支所 153－2111553－2188 利根支所 156－2111556－3674

任
期

７
月
20
日
か
ら
２
０
２
０
年

７
月
19
日
ま
で
の
３
年
間

※
敬
称
略
、()

内
は
担
当
地
区

農
業
委
員

会
長
／
宇
敷
和
也
、
会

長
職
務
代
理
者
／
金
井
邦
雄
、
白

石
淳
一
、
角
田
郁
夫
、
原
田
良
美
、

遠
藤
由
理
子
、
松
井
則
雄
、
堀
江

正
司
、
本
多
弘
、
中
村
光
孝
、
鶴

淵
君
江
、
清
水
文
明
、
井
上
正
文
、

見
城
覚
、
小
林
由
喜
子

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

宮
澤

要
治(

東
倉
内
町
・
西
倉
内
町
・

材
木
町
・
上
之
町
・
馬
喰
町
・
中

町
・
坊
新
田
町
・
下
之
町
・
鍛
冶

町
・
榛
名
町
・
清
水
町
・
薄
根
町)

、

吉
野
爲
之(

柳
町
・
高
橋
場
町
・

桜
町
・
上
原
町
・
東
原
新
町
・
西

原
新
町)

、
星
野
芳
寿(

戸
鹿
野
町
・

新
町
・
栄
町)

、
武
井
賢
一(

沼
須

町
・
上
沼
須
町)

、
染
谷
真(

下
久

屋
町
・
上
久
屋
町)

、
吉
野
照
雄

(

久
屋
原
町
・
横
塚
町)

、
宮
下
庄

吉(

佐
山
町)

、
木
内
仁
志(

上
発
知

町
・
中
発
知
町)

、
高
橋
昌
一(

発

知
新
田
町
・
下
発
知
町)

、
田
中

昌
史(

岡
谷
町)

、
齋
藤
正
己(

奈
良

町
・
秋
塚
町)

、
西
山
順
三(

下
沼

田
町
・
白
岩
町
・
硯
田
町)

、
戸

部
恭
一(

恩
田
町
・
井
土
上
町)

、

須
田
幸
男(

宇
楚
井
町
・
原
町
・

堀
廻
町)

、
田
村
精
一(

大
釜
町
・

善
桂
寺
町
・
石
墨
町)

、
西
山
正

夫(

戸
神
町
・
町
田
町)

、
林
久
夫

(

上
川
田
町)

、
深
津
義
夫(

下
川
田

町(

宮
塚
・
滝
・
平
井
・
内
宿))

、

伊
与
久
照
雄(

下
川
田
町(

前
宿
・

前
原
・
田
中
・
入
沢
・
横
子
・
旭
・

大
竹)

・
今
井
町)

、
平
形
昇(

屋

形
原
町(

篠
尾
・
北
原
・
久
保
・

広
瀬
・
下
新
道
・
鍋
沢))

、
吉
野

冨
士
男(

岩
本
町)

、
萩
原
正
道(

高

平)

、
萩
原
正
志(

生
枝
・
岩
室)

、

小
野
喜
与
重(

尾
合
・
平
出)

、
●

原
和
夫(

上
古
語
父)

、
小
林
玉
男

(

下
古
語
父)

、
●
橋
渡(

追
貝)

、

吉
野
利
保(

平
川(

伊
香
原
・
立
沢
・

平
原))

、
井
上
恵
一(

平
川(

広
内
・

駒
寄
・
上
組
・
中
組
・
下
組)

、

千
鳥)

、
長
谷
川
信
次(

大
楊
・
高

戸
谷)

、
新
井
英
伺(

老
神
・
大
原
、

園
原)

、
鈴
木
宏
政(

穴
原
・
小

松
・
柿
平
・
日
向
南
郷
・
日
影
南

郷
・
青
木
・
砂
川)

、
小
菅
利
雄

(

根
利)

、
鈴
木
美
治(

輪
組
・
二
本

松)

、

原
英
男(

多
那)

市
で
は
、
税
を
滞
納
し
納
税
の
意

欲
が
み
ら
れ
な
い
人
に
対
し
財
産
の

差
し
押
さ
え
を
行
い
、
差
し
押
さ
え

た
財
産
を
公
売(

売
却)

し
て
、
売
却

代
金
を
滞
納
と
な
っ
て
い
る
税
に
充

て
て
い
ま
す
。今
回
の
合
同
公
売
は
、

利
根
沼
田
地
区
の
市
町
村
と
利
根
沼

田
行
政
県
税
事
務
所
の
合
同
で
入
札

方
式
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

と
き

12
月
１
日(

金)

午
後
２
時

(

午
後
１
時
受
け
付
け
開
始)

と
こ
ろ

利
根
沼
田
振
興
局
庁
舎
５

階
５
０
１
会
議
室

物
件
に
つ
い
て

本
市
の
物
件
は
、

下
表
の
と
お
り
で
す
。
公
売
物
件

の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま

た
は
本
庁
舎
、
白
沢
・
利
根
支
所

で
ご
確
認
く
だ
さ
い

持
参
す
る
も
の

公
売
保
証
金
、
印

鑑
な
ど

※
登
記
簿
上
の
地
目
が
、「
畑
」「
田
」

の
農
地
物
件
の
買
い
受
け
希
望
者

は
、
農
業
委
員
会
が
交
付
す
る「
買

受
適
格
証
明
書
」を
公
売
当
日
に

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
買

受
適
格
証
明
書
の
交
付
申
請
書
受

付
期
間(

９
月
11
日(

月)

〜
15
日(

金)

、

10
月
10
日(

火)

〜
13
日(

金))

内

に
農
業
委
員
会
事
務
局
へ
申
請
書

類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
詳
し
い
こ
と
は
、
農
業
委
員
会
事

務
局
1
内
線
３
２
４
１
へ

そ
の
他

公
売
は
、
中
止
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
入
札
前
に
実

施
の
有
無
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

市
外
物
件
の
問
い
合
わ
せ

◆
片
品
村
住
民
課
1

２
１
１
１

◆
川
場
村
住
民
課
1

２
１
１
１

◆
昭
和
村
税
務
課
1

５
１
１
１

◆
利
根
沼
田
行
政
県
税
事
務
所
県
税

課
収
納
係
1

４
３
３
６

9

新農業委員会委員
を紹介します

問い合わせ　農業委員会事務局1内線３２４１

農業委員会等に関する法律が改正され、

沼田市農業委員会では、今年７月20日か

ら新制度に移行しました。

新制度では、農業委員の選出方法が公

選制から推薦・公募に基づく市長の任命

制に変わったほか、担当区域の農地利用

の最適化(担い手への農地利用の集積・

集約化、遊休農地の発生防止・解消、新

規参入の促進)の推進に取り組む、農地利

用最適化推進委員が設置されました。

新たに、農地利用の最適化に取り組む
農地利用最適化推進委員が設置されました

不
動
産
を
合
同
公
売
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
徴
収
対
策
室
1
内
線
３
１
６
０

物件番号

沼田市－1

沼田市－2

沼田市－3
沼田市－4

沼田市－5

沼田市－6

沼田市－7
沼田市－8

本市の公売物件
所在地

西倉内町字根岸２８９０番(ほか１筆)
西倉内町字根岸２８９０番地(ほか１棟)
利根町高戸谷字橋場１４番１
利根町高戸谷字橋場１４番地１
恩田町字四釜４６２番１(ほか１筆)
下川田町字宮塚１５７３番
戸神町字金山７２９番３
戸神町字金山７２９番地３
東倉内町字滝棚５４１番２(ほか１筆)
東倉内町字滝棚５４４番地１、５４１番地２
戸鹿野町字蕨平３２７番１
利根町老神字上平９７番１

宅地
居宅
宅地

３階建て　事務所
雑種地
田
宅地
居宅
宅地

２階建て　共同住宅　物置
田
畑

977.79㎡
315.94㎡
587.12㎡
276.38㎡
657.00㎡
2,189.00㎡
217.27㎡
84.05㎡
132.58㎡
179.88㎡
1,335.00㎡
1,972.00㎡

地目・種類 地積・床面積

農林課からお知らせ

沼田ピクニックワークショップイベント りんご園の有志が集まって実施している、
沼田ピクニックサービス。今年も、りんご狩
りのシーズンに合わせて実施します。
９月17日(日)に、オープニングイベントと
して、ワークショップイベントを沼田ピクニ
ック実施各園で同時開催しますので、ぜひ、
ご参加ください。
内容 沼田ピクニックフェイスブックページ
(https://www.facebook.com/沼田ピクニッ
ク-1768268196718491/)に随時掲載
します
申し込み 各園へ電話で申し込み(予約制)
問い合わせ 農林課６次産業化推進室1内線

３２３３へ

市内には観光ぶどう園、りんご園が

たくさんあり、ぶどう狩りは10月中旬

まで、りんご狩りは11月下旬まで楽し

めます。市内で採れたおいしい果物を、

ぜひ、味わってみてください。

天候や地域により開園期間が異なり

ますので、確認してからお出掛けくだ

さい。

問い合わせ 沼田市観光インフォメー

ション1○20１３００、各ぶどう・り

んご園へ

沼田市産農産物の消費拡大とイメージ向上、ブ

ランドの確立を図ることを目的として、安心・安

全でおいしいえりすぐりの農産物を、ぬまたブラ

ンド農産物として認証します。

認証された農産物は、市ブランド認定品とし類

似品や他産地との差別化が図れるなど、さまざま

なメリットが受けられます。

申し込み 11月15日(水)までに、農林課備え付け

の申請書に必要事項を記入し、ぬまたブランド

農産物認証委員会事務局(農林課６次産業化推

進室)へ

※申請書は市ホームページからもダウンロード可

問い合わせ 農林課６次産業化推進室1内線３２

３２・３２３３へ

沼田ピクニック 検索で

ぶどう園
りんご園オープン

ぬまたブランド
農産物を募集
(第８次募集)

安心・安全でおいしい

えりすぐりの農産物を

ぬまたブランド農産物

として認証します



虐
待
を
発
見
し
た
人
の
通
報
が
義

務
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
障
害
者
虐
待

は
家
庭
、
施
設
、
職
場
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
場
所
で
起
こ
り
ま
す
。
虐
待
に

よ
り
障
が
い
の
あ
る
人
の
権
利
や
尊

厳
が
脅
か
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う

に
、
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

■
身
体
的
虐
待

暴
力
や
体
罰
に
よ
っ
て
身
体
に
傷

や
あ
ざ
、
痛
み
を
与
え
る
行
為
。
身

体
を
縛
り
つ
け
た
り
、
過
剰
な
投
薬

に
よ
っ
て
身
体
の
動
き
を
抑
制
す
る

行
為
。

■
心
理
的
虐
待

怒
鳴
る
、
の
の
し
る
、
無
視
す
る

な
ど
の
侮
辱
的
な
言
葉
や
拒
絶
す
る

よ
う
な
態
度
で
、
精
神
的
に
苦
痛
を

与
え
る
行
為
。

■
経
済
的
虐
待

本
人
の
同
意
な
し
に(

あ
る
い
は

だ
ま
す
な
ど
を
し
て)

財
産
や
年
金
、

賃
金
を
勝
手
に
使
っ
た
り
、
金
銭
の

使
用
を
理
由
な
く
制
限
す
る
行
為
。

■
性
的
虐
待

性
的
な
い
た
ず
ら
、
わ
い
せ
つ
な

行
為
を
し
た
り
、
無
理
に
さ
せ
た
り

す
る
行
為
。

■
放
棄
・
放
置(

ネ
グ
レ
ク
ト)

食
事
や
排
泄
、
入
浴
、
洗
濯
な
ど

身
辺
の
世
話
や
介
助
を
し
な
い
、
必

要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
医
療
、
教
育

を
受
け
さ
せ
な
い
、
な
ど
に
よ
っ
て

障
が
い
の
あ
る
人
の
生
活
環
境
や
身

体
・
精
神
状
態
を
悪
化
、
衰
弱
さ
せ

る
行
為
。

市
で
は
、
沼
田
市
障
害
者
虐
待
防

止
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
障
害
者
虐

待
の
相
談
、
通
報
、
届
け
出
の
受
け

付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
虐
待
を
受

け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
障
が
い
の
あ

る
人
を
発
見
し
た
ら
、
速
や
か
に
連

絡
、
相
談
く
だ
さ
い
。

※
通
報
や
届
け
出
を
し
た
人
の
個
人

情
報
は
、
守
秘
義
務
に
よ
り
固
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
ご
安
心
く
だ
さ

い
。
匿
名
に
よ
る
通
報
も
受
け
付

け
ま
す
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市役所 123－2111524－5179 白沢支所 153－2111553－2188 利根支所 156－2111556－3674

市
で
は
、
住
宅
耐
震
化
促
進
の
た

め
、
木
造
住
宅
耐
震
診
断
者
派
遣
事

業
と
木
造
住
宅
耐
震
改
修
補
助
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
木
造
住
宅
耐
震
診
断
者
派
遣
事
業

耐
震
診
断
者
を
派
遣
し
、
耐
震
診

断
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

対
象
住
宅

①
昭
和
56
年
５
月
31
日

以
前
に
着
工
し
た
一
戸
建
て
住
宅
、

ま
た
は
併
用
住
宅(

２
分
の
１
以

上
が
住
宅)

②
在
来
軸
組
工
法
で

建
築
し
た
平
屋
・
２
階
建
て
住
宅

対
象
者

①
対
象
住
宅
の
所
有
者
か

つ
居
住
者
②
市
税
滞
納
が
な
い
人

募
集
戸
数

10
戸

費
用

無
料

※
耐
震
診
断
者
の
交
通
費
は
負
担

申
し
込
み

所
定
の
用
紙
を
建
築
住

宅
課
建
築
指
導
係
へ

●
木
造
住
宅
耐
震
改
修
補
助
事
業

耐
震
改
修
工
事
費
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

対
象
住
宅

①
昭
和
56
年
５
月
31
日

以
前
に
着
工
し
た
一
戸
建
て
住
宅
、

ま
た
は
併
用
住
宅(

２
分
の
１
以

上
が
住
宅)

で
、
建
築
基
準
法
そ

の
他
の
関
係
法
令
に
違
反
し
て
い

な
い
②
在
来
軸
組
工
法
で
建
築
し

た
平
屋
・
２
階
建
て
③
個
人
が
所

有
し
、
か
つ
居
住
の
用
に
供
し
て

い
る(

貸
家
を
除
く)

④
耐
震
診
断

の
結
果
、
倒
壊
す
る
可
能
性
が
あ

る
、
ま
た
は
高
い
住
宅

対
象
者

①
対
象
住
宅
の
居
住
者

(

耐
震
改
修
後
居
住
す
る
人
も

可)

②
世
帯
全
員
が
市
税
な
ど
を

滞
納
し
て
い
な
い
人
③
世
帯
員
の

中
に
前
年
の
所
得
が
６
０
０
万
円

を
超
え
る
人
が
い
な
い
人
④
世
帯

員
の
中
に
暴
力
団
員
に
該
当
す
る

人
が
い
な
い
人

募
集
戸
数

２
戸

対
象
工
事

市
内
に
本
店
、
支
店
も

し
く
は
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る

者
、
ま
た
は
対
象
住
宅
を
建
築
し

た
者
に
発
注
す
る
耐
震
補
強
工
事

で
、
倒
壊
し
な
い
、
ま
た
は
一
応

倒
壊
し
な
い
と
な
る
も
の

対
象
経
費

耐
震
改
修
設
計
費
、
耐

震
改
修
工
事
費
、
工
事
監
理
費

補
助
金
額

１
０
０
万
円
を
限
度
に

補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
１
以
内

申
し
込
み

11
月
30
日(

木)

ま
で
に

所
定
の
用
紙
を
建
築
住
宅
課
建
築

指
導
係
へ

空
き
家
の
安
全
性
の
低
下
、
環
境

の
阻
害
、
地
域
住
民
の
生
活
環
境
へ

の
悪
影
響
な
ど
の
問
題
が
深
刻
化
す

る
前
に
、
自
主
的
に
住
宅
を
解
体
す

る
場
合
の
解
体
費
用
の
一
部
を
、
予

算
の
範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

対
象
空
き
家

１
年
以
上
の
居
住
や

そ
の
他
の
利
用
実
績
が
な
い
個
人

所
有
の
一
戸
建
て
住
宅
、
ま
た
は

併
用
住
宅(

居
住
部
分
が
２
分
の

１
以
上
の
住
宅)

で
抵
当
権
が
設

定
さ
れ
て
い
な
い
住
宅

対
象
者

次
の
①
か
ら
③
い
ず
れ
か

に
該
当
し
て
市
税
滞
納
が
な
い
人

①
空
き
家
の
所
有
者
②
所
有
者
の

相
続
人
③
所
有
者
、
ま
た
は
相
続

人
か
ら
同
意
を
得
た
人

対
象
工
事

空
き
家
の
全
部
を
解
体

す
る
工
事
で
、建
設
業
法
の
許
可
、

ま
た
は
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
第
21

条
第
１
項
の
登
録
を
受
け
た
事
業

者
が
請
け
負
い
、
ま
だ
着
工
し
て

い
な
い
も
の

補
助
額

20
万
円
を
限
度
に
補
助
対

象
経
費
の
３
分
の
１
以
内

※
補
助
対
象
空
き
家
の
建
築
日
が
昭

和
56
年
５
月
31
日
以
前
で
あ
っ
た

事
が
証
明
で
き
る
場
合
、
10
万
円

加
算

申
し
込
み

所
定
の
用
紙
を
建
築
住

宅
課
建
築
指
導
係
へ
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事
業
を
利
用
す
る
場
合
は
、
必
ず
工
事
着
工
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
詳
し
い
こ
と
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
建
築
住
宅
課
建
築
指
導
係
1
内
線
４
２
１
７

地
震
へ
の
備
え
は
万
全
で
す
か
？

木
造
住
宅
の
耐
震
関
連
事
業

事
業
を
利
用
す
る
場
合
は
、
必
ず
工
事
着
工
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
詳
し
い
こ
と
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
建
築
住
宅
課
建
築
指
導
係
1
内
線
４
２
１
７

空
き
家
の
自
主
的
な
解
体
費
用
を
補
助
し
ま
す

空
き
家
解
体
補
助
事
業

建築物防災週間は、火災、地震、崖崩れなどに

よる建築物や人的な被害を防止し、安心して生活

のできる空間を確保するために、広く一般の人々

を対象に建築物に関する防災知識の普及や対策の

推進を図るべく、毎年２回、全国一斉に実施して

います。

いつ起こるか分からな

い地震やこの時期に多い

台風に備え、住宅の耐震

化やブロック塀の点検に

加え空き家の状況も点検

し、ご近所に迷惑を掛け

ないよう適正な管理を行

いましょう。
問い合わせ 建築住宅課建築指導係1内線４２１

７へ

性犯罪の被害に遭われた人が、より相談しやすい環境を整備するため、全

国共通の短縮ダイヤル｢＃８１０３(ハートさん)｣の運用が開始されました。こ

の番号にダイヤルいただくと、発信場所を管轄する都道府県警察の性犯罪被

害相談電話につながります。

群馬県警察では、女性相談者専用電話につながり、次のとおり相談者の意

向に沿って対応します。

▽平日午前８時30分から午後５時15分は警察安全相談係(原則、女性)が対応

▽土・日曜日、祝日と夜間は警察本部の当直員が対応
問い合わせ 社会福祉課社会係(東原庁舎内)1内線７７２４２へ

建築物防災週間
(８月30日～９月５日)

具
体
的
な
事
例

沼
田
市
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー

虐
待
に
気
づ
い
た
ら
、
す
ぐ
に
通
報
を
！

問
い
合
わ
せ
　
沼
田
市
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
・
社
会
　

福
祉
課
障
害
福
祉
係(

東
原
庁
舎
内)

1
内
線
７
７
２
５
２

沼
田
市
身
体
障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

拉致問題は、国民の命・安全を脅やかす重大な人権問題であり、一刻も早い全面解決が望まれています。そこで、広く

拉致問題に関する認識を深めていただき、全面解決に向けた世論の啓発を図るための講演会を開催します。

とき 11月11日(土)午後１時30分～３時30分(午後１時開場)

ところ 川場村文化会館ホール(川場村大字谷地２４０９-１)

内容 ▽啓発ＤＶＤ｢拉致　私たちは何故、気付かなかったのか！｣の上映

▽講演　荒木和博さん(特定失踪者問題調査会代表)

対象 市民

定員 250人(先着順）

参加費 無料
申し込み 電話、またはファクス(○23２９４１)で郵便番号、住所、氏名、電話番号を社会福祉課社会係へ
※申込者には入場するためのはがきを送付します
問い合わせ 県健康福祉課地域福祉推進室1０２７(２２６)２５１８、または社会福祉課社会係(東原庁舎内)1内線７７

２４２へ

｢拉致問題講演会｣の参加者を募集します

あなたの心(ハート)に寄り添う
相談電話があります

あなたの声をしっかり受け止めます

性犯罪被害相談電話
（女性相談者専用電話　027－224－4356）



敬
老
祝
金
は
、
市
内
の
高
齢
者
で

祝
年
を
迎
え
る
人
と
１
０
０
歳
以
上

の
人
に
祝
金
を
贈
り
、
そ
の
長
寿
を

祝
福
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
敬
老

思
想
の
高
揚
を
図
り
、
高
齢
者
の
福

祉
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

対
象

４
月
１
日
か
ら
来
年
３
月
31

日
ま
で
に
、
77
歳
、
88
歳
、
99
歳

に
達
す
る
日
を
迎
え
る
人
と
１
０

０
歳
以
上
の
人
で
、
そ
の
年
の
９

月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
本
市
に

引
き
続
き
１
年
以
上
居
住
し
、
住

民
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
が
対

象
で
、
今
年
度
の
対
象
者
は
次
の

人
に
な
り
ま
す

77
歳
・
喜
寿(

祝
金
５
千
円)

昭
和

15
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
16
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
人

88
歳
・
米
寿(

祝
金
１
万
円)

昭
和

４
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
５
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
人

99
歳
・
白
寿(

祝
金
３
万
円)

大
正

７
年
４
月
２
日
か
ら
大
正
８
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
人

１
０
０
歳
以
上(

祝
金
５
万
円)

大

正
７
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
人
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計量器は、商取引の秩序を保ち、消費者の利益や安全を守るな

ど、生活する上で欠かすことのできないものです。必ず定期的に

検査を受け、計量器が正しいかどうかを確認してください。

検査を受けなければならない計量器は、質量計、分銅、重りで

次の場合に使用されるものです。

〇商店、工場などで取引に使用するもの

〇学校、幼稚園、保育園、病院などで健康診断に使用するもの

〇病院、薬局、診療所などで調剤に使用するもの

〇観光農園、農産物直売所などで販売に使用するもの

〇その他取引、証明に使用するもの

※検査は、県より｢指定定期検査機関｣に指定されている(一社)群

馬県計量協会が行い(日程は右表のとおり)、検査には手数料が

かかります ※検査時間は全日午前10時～午後３時

はかりの検査を受けましょう
問い合わせ　(一社)群馬県計量協会1０２７(２６３)８２１７

心身障害児者の介護を行う保護者が、一時的に介護ができない場合に、あらかじめ市に登録している介護者に介護を

委託できる制度です。利用を希望する人は、お問い合わせください。

また、介護者の資格を有する人で、登録介護ができる人は市に登録をお願いします。

利用できる人 在宅の重度知的・身体障害児者、中・軽度知的障害児者、中・軽度身体障害児、発達障害児

介護者資格 保育士、社会福祉主事、社会福祉士、介護福祉士、保健師、看護師、准看護師、理学療法士、教諭、ホー

ムヘルパー

障害児者の登録介護者(レスパイト)事業
問い合わせ　 社会福祉課障害福祉係(東原庁舎内)1内線７７２５２

とき ところ
９月15日(金)
９月19日(火)
９月20日(水)
９月28日(木)
９月29日(金)
10月３日(火)
10月４日(水)
10月５日(木)
10月６日(金)
10月11日(水)
10月12日(木)
10月13日(金)

白沢支所車庫
利根支所車庫
市役所東原庁舎車庫
市役所北庁舎
ＪＡ利根沼田沼田水稲育苗センター

ＪＡ利根沼田川田集荷所

池田公民館

ＪＡ利根沼田沼田青果物集荷所

市役所東原庁舎車庫

平成29年度特定計量器定期検査日程表
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敬老祝金の申請は不要です
該当者には改めて通知します
敬老祝金の申請は不要です
該当者には改めて通知します
敬老祝金の申請は不要です
該当者には改めて通知します
敬老祝金の申請は不要です
該当者には改めて通知します
敬老祝金の申請は不要です
該当者には改めて通知します
敬老祝金の申請は不要です
該当者には改めて通知します
敬老祝金の申請は不要です
該当者には改めて通知します
敬老祝金の申請は不要です
該当者には改めて通知します
敬老祝金の申請は不要です
該当者には改めて通知します
敬老祝金の申請は不要です
該当者には改めて通知します
敬老祝金の申請は不要です
該当者には改めて通知します
敬老祝金の申請は不要です
該当者には改めて通知します
敬老祝金の申請は不要です
該当者には改めて通知します
敬老祝金の申請は不要です
該当者には改めて通知します
敬老祝金の申請は不要です
該当者には改めて通知します
敬老祝金の申請は不要です
該当者には改めて通知します
敬老祝金の申請は不要です
該当者には改めて通知します

沼田まつり

利根ふるさと風のまつり

白沢ふるさとまつり

③③③③③③③③③③③③③③③③③ ④④④④④④④④④④④④④④④④④ ①①①①①①①①①①①①①①①①①

⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤

⑦

②②②②②②②②②②②②②②②②②

⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧

⑨⑨⑨⑨⑨⑨⑨⑨⑨⑨⑨⑨⑨⑨⑨⑨⑨

⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪

⑩⑩⑩⑩⑩⑩⑩⑩⑩⑩⑩⑩⑩⑩⑩⑩⑩

⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫⑫

⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥

8/3～5

7/16

8/20

写真①白沢町みこし渡御②高平子どもみこし渡御③市役所広場には、車いす利用者

などに配慮した「まごころ優先席」が設置されました④県外からおよそ400人の全国

民踊連盟の皆さんを迎えて行われた千人おどり⑤幼児みこし渡御⑥沼田　園囃子競

演会優勝の中町⑦須賀・榛名神社みこしと祭りばやし共演⑧およそ3,000発の花火

が夜空を彩った老神温泉納涼花火大会⑨追貝子ども樽みこし渡御⑩平川子どもみこ

し渡御⑪老神温泉子ども大蛇みこし渡御⑫神輿會雅蓮によるみこし渡御

夏祭り×フォトさんぽ
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